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立
春
を
過
ぎ
、
急
に
暖

か
く
な
っ
た
り
、
寒
く

な
っ
た
り
、
季
節
は
春

に
向
け
て
徐
々
に
動
き

出
し
て
い
る
み
た
い
で

す
。
し
か
し
政
治
の
世

界
に
目
を
や
る
と
、
パ
ー

テ
ィ
券
収
入
を
糸
口
に

多
額
の
裏
金
づ
く
り
が

行
わ
れ
、
億
・
千
万
の

単
位
で
自
民
党
議
員
が
金
銭
を
受
け

取
っ
て
い
た
と
明
る
み
に
な
っ
て
い

る
の
に
、
自
民
党
政
権
は
そ
れ
を
正

す
こ
と
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
香
川

県
選
出
の
自
民
党
議
員
が
、
パ
ー
テ
ィ

を
開
か
な
か
っ
た
の
に
多
額
の
パ
ー

テ
ィ
券
収
入
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を

政
治
資
金
収
支
に
記
載
し
て
い
な
い

疑
惑
が
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
財
界
・

企
業
は
自
民
党
な
ど
に
多
額
の
政
治

献
金
を
お
こ
な
い
「
政
策
を
買
収
」

を
し
て
き
ま
し
た
。
自
民
党
政
治
家

達
は
そ
の
資
金
で
選
挙
を
た
た
か
い

当
選
し
て
財
界
・
企
業
の
代
弁
者
と

し
て
国
政
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
政
治
の
歪
み
が
あ
ら
わ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
民
が
主
人
公
の
政
治
に
転
換
さ
せ

た
い
。
今
度
の
総
選
挙
で
必
ず
日
本

共
産
党
の
議
席
を
こ
の
四
国
比
例
で

回
復
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本
共
産
党

を
大
き
く
の
ば
し
て
、
政
治
の
「
春
」

を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

原
発
を
な
く
す
香
川
の
会

は
９
日
、
伊
方
原
発
再
稼
働

反
対
の
金
曜
日
の
抗
議
行
動

を
三
越
前
、
四
国
電
力
前
で

行
い
ま
し
た
。
金
曜
行
動
は

11
年
を
過
ぎ
、
今
回
で
６
０

０
回
を
突
破
。
石
田
ま
ゆ
衆

院
香
川
二
区
候
補
は
金
曜
行

動
に
１
回
目
か
ら

継
続
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

石
田
氏
は
元
日

の
能
登
半
島
地
震

で
志
賀
原
発
は
一

部
電
源
喪
失
や
冷

却
用
の
水
が
漏
れ

る
事
故
が
あ
り
、

運
よ
く
大
事
故
に

な
ら
な
か
っ
た
だ

け
だ
と
し
、
「
伊

方
原
発
は
佐
田
岬

半
島
に
あ
り
能
登

に
似
た
地
形
で
、

事
故
が
起
き
た
時
に
逃
げ
場

が
な
い
。
福
島
原
発
事
故
や

能
登
地
震
が
あ
っ
た
の
に
今

ま
で
通
り
原
発
が
運
用
さ
れ

て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
も

う
想
定
外
と
い
う
の
は
通
用

し
な
い
。
原
発
は
直
ち
に
廃

炉
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
香
川
県
委
員

会
は
２
月
11
日
、
高
松
市
内

で
県
党
会
議
を
開
き
、
県
総

合
計
画
を
決
め
、

新
し
い
県
委
員

を
選
出
し
ま
し

た
。石

田
県
常
任

委
員
が
「
党
大

会
決
議
と
党
大

会
の
報
告
」
を

行
い
、
中
谷
県

委
員
長
が
「
県

総
合
計
画
案
の

提
案
」
を
行
っ

た
の
ち
、
17
人

の
代
議
員
・
評

議
員
か
ら
発
言

が
出
さ
れ
ま
し

た
。採

決
の
結
果
、

県
総
合
計
悪
・

県
委
員
会
報
告

と
結
語
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
挙
で
は
正
・
准
県

委
員
38
名
が
選
ば
れ
、
県
委

員
長
に
中
谷
浩
一
、
書
記
長

に
石
田
真
優
（
新
）
、
副
委

員
長
に
土
岐
一
郎
・
白
川
よ

う
子
、
県
常
任
委
員
に
赤
木

玲
子
・
樫
昭
二
・
河
村
整
・

佐
伯
守
・
田
辺
健
一
の
各
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

原
発
な
く
せ
！

金
曜
日

の
抗
議
行
動
が
６
０
０
回
突
破

日本共産党香川県党会議開催
総合計画の決定 県委員の選出

フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
＠
か
が
わ
は

10
日
、
性
暴
力
の
な
い
社
会
へ

花
を
持
っ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

や
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
う
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。
白

川
よ
う
子
衆
院
四
国
比
例
、
石

田
ま
ゆ
同
香
川
二
区
各
候
補
も

参
加
し
ま
し
た
。

白
川
氏
は
伊
藤
詩
織
さ
ん
へ
の

誹
謗
中
傷
、
セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ

や
被
害
を
助
長
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
「
い

い
ね
」

に
対
し

て
裁
判

で
勝
訴

が
確
定

し
た
こ

と
を
取
り
上
げ
「
性
暴
力
、
性

加
害
を
行
う
社
会
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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二
度
も
姿
を
消
し
た
香
川
県
が

最
終
的
に
成
立
し
た
の
は
明
治
21

年
（
１
８
８
８
）
12
月
、
県
庁
は

高
松
に
置
か
れ
た
。
そ
の
１
年
３

か
月
後
の
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

２
月
15
日
、
県
都
高
松
が
高
松
市

と
な
っ
た
。
四
国
で
は
松
山
、
高

知
、
徳
島
市
に
次
い
で
4
番
目
、

全
国
で
は
40
番
目
の
市
で
あ
っ
た
。

※
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
４
月

｢

市
及
び
町
村
制｣

公
布
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
４
月

の
施
行
日
に
は
高
知
市
、
松
山
市

な
ど
全
国
で
38
の
市
が
誕
生
し
た
。

愛
媛
県
か
ら
分
離
し
た
ば
か
り
の

香
川
県
は
市
町
村
制
の
実
施
が
間

に
合
わ
ず
、
県
庁
所
在
地
で
あ
り

な
が
ら
高
松
の
市
制
移
行
は
他
県

よ
り
ほ
ぼ
1
年
遅
れ
た
。

こ
の
日
、
よ
う
や
く
香
川
県
下

に
施
行
さ
れ
た
市
町
村
制
に
よ
り

1
市
（
高
松
市
５
町
）
、
丸
亀
、

坂
出
、
多
度
津
、
琴
平
、
観
音
寺

１
７
６
カ
村
が
誕
生
。
誕
生
し
た

高
松
市
は
、
そ
れ
ま
で
の
香
川
郡

中
の
59
町
お
よ
び
2
村
を
市
域
と

し
、
人
口
３
万
３
８
６
３
人
、
戸

数
６
千
３
５
６
戸
。
初
代
市
長
は

赤
松
渡
（
わ
た
り
）
。

ま
ず
古
馬
場
町
の
福
善
寺
が
市

役
所
仮
庁
舎
と
さ
れ
た
後
、
明
治

34
年
（
１
９
０
１
）
10
月
に
浄
願

寺
に
移
っ
た
。
新
築
な
っ
た
庁
舎

へ
は
11
年
後
の
大
正
２
年
（
１
９

１
３
）
３
月
に
入
っ
た
。

市
制
成
立
後
の
高
松
市
は
、
周

辺
町
村
と
の
８
次
に
わ
た
る
合
併

を
繰
り
返
し
て
今
日
の
規
模
と
な
っ

た
。

☆
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
４
月

第
1
次
合
併

宮
脇
村
を
合
併
し
、
宮
脇
町
・

西
浜
新
町
と
す
る

☆
１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
1
月

第
２
次
合
併

東
浜
村
を
合
併
し
、
福
岡
町
・

松
島
町
・
塩
上
町
・
花
園
町
と

す
る

☆
１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
11
月

第
３
次
合
併

栗
林
村
を
合
併
し
、
栗
林
町
・

藤
塚
町
・
中
ノ
町
・
上
之
町
・

桜
町
・
楠
上
町
・
花
ノ
宮
町
と

す
る

☆
１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）
２
月

第
４
次
合
併

屋
島
町
・
古
高
松
村
な
ど
５
町

村
を
市
域
に

☆
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）
９
月

第
５
次
合
併

香
西
町
・
上
笠
居
村
・
下
笠
居

村
な
ど
15
町
村
を
市
域
に

☆
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
７
月

第
６
次
合
併

木
田
郡
山
田
町
を
市
域
に

☆
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
９
月

第
７
次
合
併

香
川
郡
塩
江
町
を
市
域
に

☆
２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
１
月

第
８
次
合
併

香
川
郡
香
川
町
・
香
南
町
、
綾

歌
郡
国
分
寺
町
を
市
域
に

※
１
９
４
９
年
（
昭
和
24
）
３
月

～
５
月
に
は
市
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
と
し

て
観
光
高
松

大
博
覧
会
が

実
施
さ
れ
、

中
央
通
り
の

ク
ス
ノ
キ
並

木
が
造
ら
れ

た
。

郷
土
史
辞
典

「
笠
居
郷
探
訪
」
⑫

一
部
抜
粋
（
五
十
音
訓
順
）

高
松
市
の
誕
生

著
者

立
山

信
浩

フ
ラ
ワ
ー
デ
モ

香川市民劇場３月例会 『星をかすめる風』

「戦争末期、留学先の日本で治安維持法の疑いに

より逮捕され、二十七歳で獄死した韓国の国民的

詩人「尹東柱」の無念極まる生涯にフィクション

をまじえた作品。一編の詩が人を変える、武器で

はなく文化こそが真の自由と平和への道への一歩

なのだというメッセージが感動とともに響く。

秋田雨雀・与志記念 青年劇場公演
原作：イ・ジョンミョン 演出：シライケイタ＝演出
☆３月２７日(水)18時半開演 ☆レクザム小ホール

※会員制の演劇を見る会です。

入会金300円、毎月会費2,600円

※問い合わせ先 香川市民劇場

℡ 087-821-7891

演劇鑑賞会のご案内


